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環境にやさしい水耕栽培への挑戦

うるま市立中原小学校

６年 大城智聖 ２年 大城向登

１．１．１．１．目的、動機目的、動機目的、動機目的、動機

（１）目的

    水耕栽培で野菜を育てる研究を行い、冷房や照明などの電力を使わずに、自然の状態で

野菜栽培を行うことができるか研究を行う。
（２）動機

   地球温暖化、異常気象、そして世界の人口が増えて、食料不足が心配される中、私たちが

日々口にする食糧の大半は輸入に頼っている。農産物を作り出すために、多くの水が使われ

るが、人口の増加で水の利用が増えており、世界中で水不足が問題になっている。地球上の

水は９８％が海水で、私たちの生活に利用できる水はわずか １％である。世界中で水不足

が叫ばれる中、日本の食料は他国の水を使うことで成り立っている。それは、バーチャルウ

ォーターと呼ばれ、日本が使用している総量は年間 億トン（東京ドーム 万 杯分）

にもなる。水の有効活用が求められる中、適切な水の分量で環境に優しい水耕栽培の研究に

興味をもち、研究に取り組んだ。
２２２２．．．．方法、内容方法、内容方法、内容方法、内容

（１）栽培キットを利用した水耕栽培実験

  ○リーフレタス（スターファイター）
   肥料の種類：家庭園芸用複合肥料、肥料の名称：養液ＡＢ－Ｎ

成分量：窒素量 ％、水溶性加里 ％、水溶性ほう素 ％
水溶性りん酸 ％、水溶性マンガン ％、を水２ℓに
薄めて使用した。

（２）屋外における水耕栽培実験
わさび菜、水菜、ホウレンソウ、沖縄丸葉小松菜、沖縄シルナ－    水耕栽培キット 
沖縄チンゲンサイの種を栽培スポンジに植え付け、ベランダにて水耕栽培実験を行った。















       道具づくり        スポンジに植え付ける      ベランダで栽培 







実験

（３）屋内における水耕栽培実験
 ① 窓際に植え付けた野菜を設置し、液肥のみによる水耕栽培調査を行った。
 ② 菌根菌（キンコン）、畑の土、ハイドロボールによる生育調査（苗：リーフレタス）

○畑の土、培養土、ハイドロボールを使用した。土壌の土 約 ｇ～１ｋｇに菌根菌各々
３添加 水 残りの液肥＋菌根菌６ｇ



   畑の土、培養土、ハイドロボール           菌根菌を混ぜての栽培実験 

３．３．３．３．結果結果結果結果

（１）水耕栽培キットによる栽培では、スマホのアプリを通じて栽培や収穫を行うことができた。

気温や水位の測定も自動で送られ記録することができる。また、カメラ機能も搭載している

ため、野菜の成長過程も画像で確認することができた。室温の異常や、液肥の水位低下も知

らせてくれるため、とても便利で実験をスムーズに行えた。これからは、このようなＩｏＴ

を利用することが必要だと考える。


















栽培日目  栽培日目    栽培日目   水位、温度、湿度    グラフデータ

菌根菌（キンコン）、畑の土、ハイドロボールによる生育調査

（２）屋外における水耕栽培では、ビニールシートで苗を覆い、わさび菜、水菜、ホウレンソウ、

沖縄丸葉小松菜、沖縄シルナ－、沖縄チンゲンサイについて、液肥、菌根菌を混ぜるなど条

件を変えて栽培を行ったが、たび重なる大雨と強風により実験装置が何度も水没してしまい、

最後まで栽培を行うことができなかった。
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実験

（３）屋内における水耕栽培実験
 ① 窓際に植え付けた野菜を設置し、液肥のみによる水耕栽培調査を行った。
 ② 菌根菌（キンコン）、畑の土、ハイドロボールによる生育調査（苗：リーフレタス）

○畑の土、培養土、ハイドロボールを使用した。土壌の土 約 ｇ～１ｋｇに菌根菌各々
３添加 水 残りの液肥＋菌根菌６ｇ



   畑の土、培養土、ハイドロボール           菌根菌を混ぜての栽培実験 

３．３．３．３．結果結果結果結果

（１）水耕栽培キットによる栽培では、スマホのアプリを通じて栽培や収穫を行うことができた。

気温や水位の測定も自動で送られ記録することができる。また、カメラ機能も搭載している

ため、野菜の成長過程も画像で確認することができた。室温の異常や、液肥の水位低下も知

らせてくれるため、とても便利で実験をスムーズに行えた。これからは、このようなＩｏＴ

を利用することが必要だと考える。
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（２）屋外における水耕栽培では、ビニールシートで苗を覆い、わさび菜、水菜、ホウレンソウ、

沖縄丸葉小松菜、沖縄シルナ－、沖縄チンゲンサイについて、液肥、菌根菌を混ぜるなど条

件を変えて栽培を行ったが、たび重なる大雨と強風により実験装置が何度も水没してしまい、

最後まで栽培を行うことができなかった。
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 屋外（ベランダ）での栽培実験（大雨により順調な実験を行うことができなかった） 

（３）植物の生育を助ける菌根菌を混ぜて、栽培実験を行った。順調に生育することができ、栽

培キットの生育状態と比べても、大きな差は見られなかった。室温や水温の計測が、キットと違

い自動で行えなかったので、今後さらに継続して研究を行う。
















（４）成分分析
  生産した作物や食品のカリやカルシウム、マグネシウム等が分析ができる原子吸光光度計を

使い、分析の方法について学んだ。自分で育てた野菜の成分がどれほどあるのか、栄養はきち

んとあるのか等、実際に調べてみることは必要になってくる。分析の方法、機械の操作につい

て学んだ。












        野菜を装置で灰にする                  名前を記入  









            蒸留水を用いて希釈し、メスシリンダーに濾過する  











                   分析装置にかける   

４．４．４．４．考察考察考察考察

栽培キットを利用して、生育過程や温度、湿度を定期的に自動記録することができ、データ整

理を簡単に行うことができた。また、水質の低下、室内温度の上昇時でも、スマホに登録してい

るアプリが知らせてくれるので栽培を失敗することが少なかったように思う。しかし、ＬＥＤ照

明による温度の上昇がみられ、室内のエアコンを常時つける必要があった。収穫した野菜は、サ

ラダにして美味しくたべることができた。無農薬で虫がつくこともないので安心安全である。屋

外における実験では、梅雨による大雨のため、何度も栽培装置が水没し、実験データを得ること

ができなかった。気象条件により影響されるが、暑い時期に屋外において水耕栽培を行うことが

できると可能性を広げることができる。水の循環や、空気の提供を含め今後も実験に取り組んで

いきたい。また、畑の土、培養土、ハイドロボールに菌根菌を混ぜたものを屋外で栽培実験を行

うと、どのような生育状況になるのか今後も研究に取り組んでいく。
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

今後予想される、世界の水問題や食料問題、異常気象、環境問題においては、これまでの常識

が通用しない。最近でも、想像をはるかに超える自然災害が起こっており、常識が通用しなくな

ってきている。そのためにも、環境問題の意識を高め、環境のことを考えた食の生産、水の確保

が必要になる。畑による作物の栽培では、肥料の多肥により、海洋などへの流出が問題になって

いる。海に肥料成分が流出することで、海の生態系に影響を及ぼすと言われてる。陸と海はつな

がっており、少しでも環境への負荷を減らす努力が必要である。水耕栽培実験で、良かった点も

あれば、悪かった点もあったので、改善できるように取り組んでいく。
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 屋外（ベランダ）での栽培実験（大雨により順調な実験を行うことができなかった） 

（３）植物の生育を助ける菌根菌を混ぜて、栽培実験を行った。順調に生育することができ、栽
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い自動で行えなかったので、今後さらに継続して研究を行う。
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  生産した作物や食品のカリやカルシウム、マグネシウム等が分析ができる原子吸光光度計を

使い、分析の方法について学んだ。自分で育てた野菜の成分がどれほどあるのか、栄養はきち

んとあるのか等、実際に調べてみることは必要になってくる。分析の方法、機械の操作につい

て学んだ。
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４．４．４．４．考察考察考察考察
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理を簡単に行うことができた。また、水質の低下、室内温度の上昇時でも、スマホに登録してい

るアプリが知らせてくれるので栽培を失敗することが少なかったように思う。しかし、ＬＥＤ照

明による温度の上昇がみられ、室内のエアコンを常時つける必要があった。収穫した野菜は、サ

ラダにして美味しくたべることができた。無農薬で虫がつくこともないので安心安全である。屋

外における実験では、梅雨による大雨のため、何度も栽培装置が水没し、実験データを得ること

ができなかった。気象条件により影響されるが、暑い時期に屋外において水耕栽培を行うことが

できると可能性を広げることができる。水の循環や、空気の提供を含め今後も実験に取り組んで

いきたい。また、畑の土、培養土、ハイドロボールに菌根菌を混ぜたものを屋外で栽培実験を行

うと、どのような生育状況になるのか今後も研究に取り組んでいく。
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

今後予想される、世界の水問題や食料問題、異常気象、環境問題においては、これまでの常識

が通用しない。最近でも、想像をはるかに超える自然災害が起こっており、常識が通用しなくな

ってきている。そのためにも、環境問題の意識を高め、環境のことを考えた食の生産、水の確保

が必要になる。畑による作物の栽培では、肥料の多肥により、海洋などへの流出が問題になって

いる。海に肥料成分が流出することで、海の生態系に影響を及ぼすと言われてる。陸と海はつな

がっており、少しでも環境への負荷を減らす努力が必要である。水耕栽培実験で、良かった点も

あれば、悪かった点もあったので、改善できるように取り組んでいく。
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